아침의 문   /  박민규    　　2010年　第34回李箱文学賞大賞受賞作
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　2010/6/13　　吉原育子
　
■作家について
1968年蔚山生まれ。中央大学文芸創作科卒業。
2003年に〈지구영웅전설〉で文学トンネ作家賞、〈삼미 슈퍼스타즈의 마지막 팬클럽〉でハンギョレ文学賞を受賞してデビュー。〈카스테라〉（05）、〈핑퐁〉（06）、〈죽은 왕녀를 위한 파반느〉（09）を発表。
05年に신동엽창작상、07年に이효석문학상、09年に황순원문학상を受賞。
■内容
〔언제,어디서〕〔누가,무엇을〕〔어떻게 ,왜? 〕〔만일,하물며〕
주인공/ 나, 그　２ヶ月前に宅配の仕事を辞めた32歳、父は刑務所、兄は7年前自殺、幼いころ親から虐待を受ける。
10月後半。３日前の土曜の午後、JDという男が中心人物の自殺コミュニティーサイト「天国への階段」のメンバーのうち６人が、駅に集合し、ボーリングをして、主人公の住む５階のオクタッパンに向かう。途中で２人抜け、最終的に４人が睡眠薬で集団自殺を図るが、主人公だけが失敗して生き残ってしまう。１日以上眠り続け、朝目覚めた主人公は吐いて再び眠り、夜中に起きてコンビニへ向かう。牛乳とビスケットを食べて、店の外で吐き、また店内に戻りタバコと接着剤を買いながらレジの彼女と言葉を交わす。
그녀　　　家族は過干渉のくせに無関心
夜中、バイト先のコンビニの倉庫で陣痛のはじまりに耐えている。妊娠の責任も取らない卑劣な男に脅され、中絶の時期も逃し、臨月になっても誰にも話せずにいる。どうしていいかわからず、産み捨てようとしているが怖い。相手も自分も激しく責める一方、自分のせいじゃないと言い聞かせている。客が来てレジに戻るが、牛乳とビスケットを食べて嘔吐したその客に、レジで声をかけてしまう。早朝、バイトを終えるといよいよ破水して、人のいない建物の屋上へ向かう。
그, 그녀, 여자아이
朝方、主人公が部屋に戻り首吊りの準備をしているところに、管理人が不意に訪ねてくる。身辺整理をして、屋上のサンドバックの留め金に包帯をくくりつけ、首を吊ろうと頭をつっこんだとき、向かいの建物の屋上で出産していた彼女を目撃する。そして、お互いの門をとおして、〈ここを出て行こうとしている〉主人公と、〈そこを出て来ようとしている〉赤ん坊は対面し、主人公は赤ん坊がこの世に出てきた瞬間を見てしまう。出産に動転した彼女は、一瞬子どもを可愛いと思うも、恐くなって手をかけようとする。自分が自殺を望む本当の理由を目の当たりにした主人公は、彼女に向かって大声を上げ、赤ん坊のもとへ走っていく。
（解釈）
1 自殺と出産の理由、家族との関係　P22、P35
2 瞬間接着剤  　P15で購入。P18で気がつく。P26でゴミ箱に投げる。
3 コンビニのレジで主人公と彼女が交わした会話 　P15、P21
4 雑誌の広告、キャッチコピー、色　P12 、P24
5 징그럽다　P19　
6 圧迫包帯、ネクタイ　P26
7 門、扉？　 P31、P32
8 最後の文 　P37
（문に関する描写）
●축 늘어진 타원형의 문을 열고서 나는 머리를 집어넣는다.　（P31）
●붉게 부푼 타원형의 문이 열리고, 입구는 곧 거의 완벽한 원의 형태를 갖추기 시작한다. 손을 뻗어 지금 막 머리를 내민 무언가를 그녀는 만져본다.（P32）
●서로의 문 밖으로 얼굴을 내민 채 이곳을 나가려는 자와 그곳을 나오려는 자는 그렇게 서로를 대면하고 있었다. （P33）
●자신이 서 있던 건너편 상가의 옥상을 바라본다. 축 늘어져 바람에 혼들리는 그곳의 문을 쳐다본다.　（P36）
